
秋田の環境を考える県民の会
2025年度活動報告

➊2025年度の研究活動により判明した汚染実態

1)雄物川水系では秋田市水道水から4年連続でEUの総農薬基準（500PPT）以上のネオニコチノイド系農薬ジノテフラン
が検出され汚染が慢性化していることが明らかとなった。単一農薬のネオニコチノイド系農薬の最高値は、秋田市水道
水（令和7年8月15日）のジノテフラン濃度2650NG/L(PPT)（2023年8月16日の3015に次いで2番目に高濃度）、次いで同
地点翌日（8月16日）のジノテフラン1920NG/L(PPT)で、単一農薬100NG/L(PPT)を超えた試料は11試料で、19試料中
57.9％であった。

2) 水道水は測定18地区のうち11地区でEUの水道水中の単一農薬基準 100 NG/Lを超え、うちジノテフラン濃度が10地
点、チアメトキサム濃度が1地点であった。

3) 100 NG/L超えた水道水のうち原水が河川水は4試料3地点、浅井戸地下水が4試料2地点、深井戸地下水が3試料2

地点で、表流水のみならず地下水を水源とする水道水中にも高濃度のネオニコチノイドが含まれている実態が明らかと
なった。

4) モニタリング開始後100サンプル目にして、ようやく1種類もネオニコチノイド系農薬が検出されない水道水試料が確
認された。その他は全ての試料から1種以上のネオニコチノイド系農薬が検出された。



❷広報・社会訴求部門 「講演会等」

• 10月に木村-黒田純子先生を秋田に招き、ご講演と活動報告（測

定結果の速報と実態解説）を実施。200名規模。

• １２月に山室真澄先生山室先生を秋田に招き、ご講演を活動報

告を実施。100名規模。運営等は秋田県立大生が担当してくれた。

• ３月に大館市の映画館・御成座にて「静かな汚染ネオニコチノイ

ド」DVD上映会＆出前授業を開催。これまで雄物川水域をメイン

に活動してきたため、県北での開催は初。動員数が不安だったが

現地の「PFASと市民の健康を考える会」と共催したことで予想以

上の動員を得た。



❷広報・社会訴求部門 「SNS等の広報活動、政策懇談等」

・ホームページを刷新
閲覧件数は上半期500、下半期（1月からは新ホームページ）併せて累計2500件。 

akikan.jimdosite.com

・新メンバーが加わり、インスタグラムを新たに開設。 aki.kan2023

・公式LINEは残念ながら登録者数が数名（講演会は高齢者が多い）。

・そのほか、他団体が主催するイベントや勉強会で講演活動をすることも増えた。
例）2025.5.31は学校給食無償化と安全な食材をめざす秋田市民の会など。

・2025年度は、秋田市長との面談を実現した。

・PFAS問題ではネオニコも絡め、地域での住民説明会や県庁での記者会見を実施。

https://www.instagram.com/aki.kan2023/


❷広報・社会訴求部門 「アンケート実施、小冊子作成」

・一般家庭向けの、「水道水の水質改善対策への要望、給食でのネオニコフリー食材の要望、米、野菜

などの購入希望の有無、農業への参画への意向や可能性」に関するアンケート調査を実施。目標2000

枚には遠く200枚程度の集まり具合となったため、次年度も継続。

・実態調査・学習結果を整理した小冊子の作成（１部380円で発送可能）



➌市場緑化について

男鹿市においては、耕作放棄されつつあった男鹿中地区上流部の水田において、

無農薬で天日干しの栽培収穫実践に取り組み、かつての地域農業者の協力により、

ネオニコフリーで化石燃料削減型の水田農業の継承にとりくみ、アグロエコロジーにつ

いての知見の蓄積を進めた。

また、学生の卒業研究としても、秋田市の中山間地の耕作放棄の実態調査や、男鹿

市の休耕地の活用を開始し、地域住民の協力も得つつ連携とつながりを作り、地域の

オーガニック化、農地の保全と農業の維持振興の足がかりを固め始めることができた。

秋田市、にかほ市、男鹿市では調査地区を設定し地区内の圃場単位の荒れ具合や

その理由について調査した。学生の卒論としても取り組み、この間の成果をもとに25

年12月には佐渡市農業委員会主催の農家向け学習会に報告し、地方の耕作放棄の

構造とその克服を有機農業で行う必要性について、佐渡農業関連者と懇談した。
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